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訂正

　第120巻第1号今月のテーマ（総説）「肝細胞癌に対する全身薬物療法一分子標的治療薬から複合免疫療

法の時代へ一」（p46－55）のTable　1および文献引用について，著者より訂正依頼がございましたため，下

記のよう訂正いたします．

p48　Table　l

抗癌剤／

レジメン

症例
数

治療
ライン

奏効
割合
（％）

病勢
制御
割合
（06）

無増悪
生存
期間
｛中央

値：

　月）

ハザード比
〔95％信頼

　区間）

P－value

生存
期間
｛中央

値：

月戊

ハザード比
⑲5％信頼
　区間）

P－value　　試験名
著者

報告年
文献
No．
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ブラセボ 237 ＜1％ 33％ L9 ・ 8 2018

ラムシルマプ 197 2nd 5％ 599％ 2．8
　　0．452
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NR．　not　reported（報告なし）．

p49左段　9行目

した．

　4．Durva＋Treme
　Durva＋Tremeは，抗PD－L1抗体であるデュ

ルバルマブと抗CTLA－4抗体であるトレメリム
マブの併用の複合免疫療法である．門脈本幹に腫

瘍栓を有する例を除くChild－Pugh　Aの切除不能

肝細胞癌患者を対象として，Durva＋Tremeと
デュルバルマブ単剤とソラフェニブを比較した

第III相試験（HIMALAYA）旦が行われた．　Durva

（281）
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